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１． 目的 

 本研究の目的は，教えることが求められる運動学

習において，技能のポイントの提示が技能習得に及

ぼす影響を明らかにすることである． 

 

２． 研究方法 

１）対象者：運動部活動に所属する学生 68名 

２）調査方法：運動課題として，ダーツ投げを行わ

せた．プレテストとして，ダーツ投げ 10 本を行

った．その結果を基に，ポイント提示＋教授期待

群，教授期待群，ポイント提示群，コントロール

群の４群に分けた．次の日から３日間を練習期間

とし，1 日 50 本の練習を行った．５日目にはポ

ストテスト 10 本を実施し，ダーツ投げの技能ポ

イントに関する自由記述テストを行った．さらに

その５日後に保持テストを 10 本，距離を変えた

転移テストを 10本行った． 

３）分析方法：ダーツ得点の推移に関しては，教授

期待の有無，ポイント提示の有無，時期の３要因

分散分析を行った．自由記述テストにおける記述

量に関しては，教授期待の有無（２水準）×ポイ

ント提示の有無（２水準）の２要因分散分析を行

った． 

 

３． 結果と考察 

１）ダーツ得点の推移では，時期の主効果のみが有

意であった（F（1，54）=20.44，p＜.01）．多重

比較によると，プレテストとポストテスト及び保

持テスト間で有意差が見られ，プレテストと比較

して，ポストテスト及び保持テストで得点が低く，

正確性が向上していた．また，多重比較の結果，

転移テストとその他３テスト間に有意差が見ら

れ，転移テストは，その他３テストより得点が高

く，正確性が低下していた． 

 

 

図１．ダーツ得点の推移 

２）ダーツの技能ポイントに関する自由記述量に関

しては，教授期待の要因の主効果に有意差が見ら

れ（MSe=64.06，p＜.01），教授期待ありの２群

は教授期待がない２群と比較し，ダーツのポイン

トに関する宣言的知識の獲得が促進された．  

 

図２．自由記述量の比較 

 

４． 結論 

 本研究では、教えることが求められる学習におい

て，技能ポイントを提示することが技能習得に及ぼ

す影響は確かめられなかった．しかし，ダーツの技

能ポイントに関する宣言的知識の獲得は促進した

と考えられる.今後は，測定項目や実験期間を再検討

し，技能ポイントの提示が運動技能習得に及ぼす影

響について検討していく必要がある． 
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